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平成18年3月から6月にかけて、ジェネリック医薬品の規格揃え、安定供給、情報

提供の充実、効能効果等の是正に係る�

　利益配分にあたっては、株主の皆様への安定的な配当と、今後一層の企業発展に

備える内部留保の充実を図ることを基本とし、配当性向30%程度を目標としたいと考えて

おりますが、業績が当初の計画を上回り堅調に推移したことを踏まえ、株主の皆様のご支援

にお応えするため、当期配当は1株当たり35円（期末配当1株当たり22円50銭、10円の

増配）とさせていただきました。�

　内部留保につきましては、経営体質の強化、企業価値の増大を図るために、研究開発

力の充実、生産能力の向上・効率化のための設備投資、営業体制の拡充・強化などに

充てさせていただきたいと存じます。�

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年6月�

代表取締役社長�
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業績の推移（連結）�

売上高（百万円）�

営業利益（百万円）�

経常利益（百万円）�

当期（中間）純利益（百万円）�

一株当たり当期（中間）純利益（円）�

総資産（百万円）�

純資産（百万円）�

一株当たり純資産（円）�
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1,177

10,513

11

7,020

574

438

474

△ 17218520

�7Ú

438

△



当期�

（　　　　  ）�平成17年　4月1日から�
平成18年3月31日まで� （　　　 　 ）�平成18年　4月1日から�

平成19年3月31日まで�

前期�

（　　　 　 ）�平成17年　4月1日から�
平成18年3月31日まで� （　　　 　 ）�平成18年　4月1日から�

平成19年3月31日まで�
科目�

営業活動による�
キャッシュ・フロー�

投資活動による�
キャッシュ・フロー�

財務活動による�
キャッシュ・フロー�

現金及び現金同等物に�
係る換算差額 �

現金及び現金同等物の�
増加額 �

現金及び現金同等物の�
期首残高 �

現金及び現金同等物の�
期末残高 �

1,03913,646
9,229
4,416

564
180

2
1

19
74

206
─
79
94
14
68
─
─
9
1

4,886
12
0

11
─

535
55
87

392
─
─

4,363
1,852
─

△ 87

2,648

△ 2,228

△ 479

67

7

1,188



貸借対照表（個別）� 損益計算書（個別）�

科目�

18,985

19,885

38,870

6,569

1,181

7,750

4,717

7,870

18,472

66

△ 6

31,120

38,870

（単位：百万円）�

（注）記載金額は、百万円未満切り捨てて表示しております。�

当期�

（　　　  ）�平成18年�
3月31日現在�
─�
─�
─�
─�

─�

�─�

（単位：百万円）�

（注）
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